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（開示事項の経過）当社元子会社代表取締役に対する 

損害賠償請求訴訟の和解に関するお知らせ 

 

当社は、２０２１年６月１１日付「当社による訴訟の提起に関するお知らせ」にて公表の通り、

当社元子会社代表取締役に対して損害賠償請求訴訟（以下、「本件訴訟」といいます。）を提

起しておりましたが、本日本件訴訟において訴訟上の和解が成立しましたので、下記の通り

お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 本件訴訟の提起から和解に至るまでの経緯 

 当社は、２０２１年６月１１日付「当社による訴訟の提起に関するお知らせ」にて公表の通り、当社

元子会社が過去に行った不適切な会計処理により生じた損害について、当社元代表取締役及び

当社元子会社代表取締役に対して賠償を求める訴訟を提起しておりました。 

 うち、当社元代表取締役に対する訴訟については、２０２１年９月１６日付「訴訟の結果に関する

お知らせ」にて公表の通り、当社の請求を認容する判決の言い渡しがなされたものの、当社元子

会社代表取締役に対する訴訟は弁論が分離され係属しておりましたが、今般、訴訟上の和解が

成立し、本件訴訟は終了いたしました。 

 

２． 和解の相手方 

 当社元子会社代表取締役 

 

３． 和解の成立日 

 ２０２２年 11月 14日 

  



４． 和解の概要 

 当社元子会社代表取締役が当社に対して、本件訴訟における損害賠償債務として金５０万円を

支払う内容で和解いたしました。 

なお、当社は、当該和解により、当社元子会社が過去に行った不適切な会計処理にかかる当社

元子会社代表取締役の責任が明確化されると判断したこと、また、被告の弁済能力が低く、当社

の訴訟費用を削減すること等を踏まえた経済合理性を考慮した結果、損害の回復には至らない

ものの、和解額を金50万円とすることが適当であると判断したことから、本件訴訟の早期解決を

目的として、当該和解案を受け入れることとしたものであります。 

 

５． 今後の見通し 

 本件和解が当社の２０２２年１２月期の業績に与える影響は軽微であります。また、本件に関して

新たに開示すべき事項が生じた場合には速やかに公表いたします。 

 

以上 

 

 


